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北九 州沿岸 にお け る1967年 夏季 の ム ラサ キダ コの

大 量 漂 着 に つ い て

多 部 田 修

On the mass stranding of octopus,  Tremoctopus 

violaceus, upon the beach of northern Kyushu 
         in the summer of 1967 

            Osame Tabete

ムラサキダコTremoctopusviolaceusDelleChaje

は太平洋,大 西洋の温,熱 帯に広 く分布す る外 洋性の

八腕類で,わ が国では房州以南で稀 に採捕 され るとい

われていた.1)し か し,最 近になつて 北九州,本 州,

北海道の 日本海沿岸においては このタコが しば しば冬

季 に接岸 し,海 岸へ 打上げられ ることが わかつた.2・3)

これ らの 沿岸においては ハ リセ ンボン な どの 南方系

動物が対馬暖流によつて夏季に 日本海へ運搬 され,冬

季 の季節風 によつて海岸へ打上げ られ ることが知 られ

てい るが,4)ム ラサキダコ もハ リセンボ ンなどと 同 じ

生態群に属す ると考 え られ る.3)と ころで1967年 の夏

季に北九州沿岸においてムラサキダコの漂着がかな り

広範囲にわたつて観察 された.こ のよ うなムラサキダ

コの夏季 にお ける大量 出現は,こ の沿岸における筆者

の数年来 の観察によれ ば,5・6)まつた く異例 な ことであ

つた.こ の夏にはまたソデ ィカの漂着 も観察 されたの

で,本 報では1967年 夏季の北九州沿岸にお けるムラ

サキダコの大量漂着を記録する とと もに,こ の現象に

ついて若干の考察を行なつた.

観 察

本種 についての間 取 りその他 の調査はFig.1に 示

した範囲で,ま た実際の観察 は福岡市郊外 の新宮,津

屋崎な どの海岸で行 なつた.調 査の期間は1967年7～

9月 で,こ の間数 日ごとに上記 の海岸で観察 し,そ の

際にはムラサキ ダコの各個体 の全長を測定 した.

観察結果をTable1に 示す.福 岡市郊外における

この タコの漂着は8月 上旬～9月 上旬 に観察 され,と
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くに8月 下旬に多かつた.聞 取 り調査によれば唐津 市

沿岸において も8月 下旬頃 に漂着が顕著であつたとい

われ る.漂 着 の 範囲は 唐津市～津屋崎付近で,相 の

島,大 島な ど付近の島に も漂着 した.相 の島の東側海

岸に おいては8月27日 に約300個 体が漂着 し,と く

に注意 をひいた.こ れ らのムラサキダコはほ とんどが

生 きた ままで 打上げ られた よ うである.そ の 全長組

成か らは25～35cmお よび60cm以 上の2群 が認め

られ(Table!),冬 季 出現の タコ(Fig.2)が ほぼ

60cm以 上であるのに対 して,こ のよ うに小型群が多

Fig. 1. Station location. The number shows 

    the following station: 1 Karatsu, 2 

 Shingu, 3 Tsuyazaki, 4 Ainoshima and 

     5 0-shima.



Table 1. Record of stranding of the octopus 

        (No. 1-9) and the squid (No. 10) 
         in northern Kyushu in the summer 

         of 1967.

* Total length in cm . 
t Not recorded. 

$ Mante length in cm.

い ことは夏季 出現群の特徴 のよ うである.ま た,冬 季

出現の大 型個体には卵塊 を持つ ものが多いが,今 回の

ものには卵塊 は認め られ なかつた.な お,福 岡市郊外

和 白の海岸 においては,1964年8月 に全長約70cm

の ムラサキダコが漂着 した.

ムラサキダコ 以外に も津屋崎海岸 で は ソ デ イ カ

ThysanoteuthisrhombusTroschelの 漂着がみ られ

た(Table1).ソ デイ カは この沿岸で は主 として冬季

に出現 し,5)こ のよ うに8月 に ソデイカの漂着が観察

された ことは,こ の海岸においては初めてであつた(津

屋崎漁業協同組合).

考 察

筆者 は福岡市郊外の新宮において,1964年 の秋以来

海岸へ打上げ られ る魚類その他の観察を行 なつている

が,こ の海岸にお ける1965～1968年 のムラサキダコ

の月別観察数 をTable2に 示 した.こ の表でみ るよ

うにムラサキダコは1965～1966年,1966～1967年 に

は11～1月 に出現 したが,大 量漂着 が観察 された1967

年夏季 とこれ に続 くシーズン(1967～1968年)に おい

ては,8～1月 に出現 した.こ のよ うに これまで秋～

冬 に観察 され ていた このタコが,1967年 には どうして

夏に大量に漂着 したので あろ うか.前 述のよ うに ムラ

サキダコは温,熱 帯の外洋に広 く分布す る表層漂泳動

物epipelagicanimalで あ り,そ の遊泳力 は極めて

乏 しい.し たがつて,今 回の大量出現は調査域地先の

海流 と密接 な関連が あると考え られ る.

北九州沿岸 においては そのはるか 沖合 を 対馬暖流

(対馬暖流の東流)が 北東方向へ流れ,そ の沿岸側に

Fig. 2. Tremoctopus violaceus Delle Chiaje, 
    stranded upon the Shingu beach on 

    November 11, 1966  (ca 70 cm in total 
length),

反 流 が形 成 され,さ らに 沿 岸域 には 沿 岸水 が 認 め られ

て い る.7)こ の対 馬 暖 流 に つい て水 温,塩 分 を指標 と

して そ の 勢 力 を み る と,1967年 の4月 は 平 年 に比 し

て1.C前 後低 目で 勢 力 は 弱か つ た が,8>5月 に は1～

2℃ 高 くな り,9)6～7月 は水 温,壇 分 か ら判 断す る

とそ の勢 力 は平 年 に 比 して強 くな つ た.lo)そ して この

よ うな傾 向 は8～9月 に も認 め られ た.11'12)一 般 に 対



Table 2. Number of the observed octopus 

        on Shingu beach in 1965-1968.

馬暖流の 周年変化をみると その勢力 は8～10月 に最

大 となるが,13)1967年 に おいては この最盛時に暖流

の勢力は 例年に比 して 強かつた と判断 され る.し た

がつて ムラサキダコは このよ うに優 勢な暖流によつて

例年 よ りも大量に運搬 され たのではなか ろ うか.す な

わ ちこの タコが生息 していた水塊が平年 よりも大量 に

この水域へ流入 したために,こ れに伴つて ムラサキダ

コ も大量に運搬 され,北 九州沖合水域 において何 らか

の原因 に よつて,た とえば1967年7月25～28Ll,8

月22日 に この付近を襲つた 低気圧 などの影響 によつ

て,対 馬暖流主流帯心〉反流帯→沿岸水域へ とお され,

最後に海岸へ漂着 したのであろ う.こ の大量漂着 はム

ラサキダコの異常大量発生によるのではな く,運 搬量

が平年に比 して多かつた ことに よるであろ うとい うこ

とは次の よ うな事実か らも推定 されよ う.こ の夏 には

ムラサキダコだけでな く,こ のタコと同じ生態群に属

するソデ イカも漂着 した(Table1).そ して,こ の近

海 の山口県角島においては1967年11月 に ソデイ カが

大量に海岸へ打 ヒげらオx,こ のよ うな大量 打上 げは数

年来 のことであつた.14)し たがつて,ム ラサキ ダコの

打上げが この 冬季に 平年よ りも多かつただ けで な く

(Table2,11～1月 に20個 体 を数えた),ソ デイ カ

も多かつたわけで ある.*以上 のよ うに1967年 の夏季

におけるムラサキダコの大量漂着は優勢な対馬暖流に

よつて平年 よ り大量に運搬 され,こ の海峡を通過 中の

ものが暖流の主流か ら離れ て接岸,漂着 した もので あ

り,こ の沿岸で例年冬季 に観察 される季節風および こ

れ に伴 う寒冷化によつて生ず る魚類その他の打上げ現

象5)と は異 なる現象であると考え られ る.

この研究にあた り終始 ご指導いただ き,原 稿のご校

閲を賜つた九州大学塚原博教授 に深謝す る.ま た,つ

ぎの方 々か らは この調査 中に種 々の ご援助を得た.九

州 大学農学部木村清朗,古 市政市,具 島健二,鐘 忠勇

の諸氏.記 して謝意 を表する.
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                                     Summary 

   During the summer months of 1967 the author observed the mass stranding of an octopus, 
Tremoctopus violaceus Delle Chiaje, upon the beaches of northern Kyushu (Fig. 1 & Table 1). 
This epipelagic octopus was considered as the southern element such as baloonfish and some 
squids (Thysanoteuthis rhombus, etc.) which were transported in summer by the Tsushima 
Current into the Japan Sea and sometimes stranded upon the beach in winter season. On these 
beaches, so far, the octopus had been also seen in the cold season (Fig. 2 & Table 2). This 

paper deals with some notes on the unexpected mass appearance of the animals in that summer.

*Nishimura15)に よれ ば ソ ディ カ の対 馬 暖 流 に よ る日本海 へ の運 搬 量は 年 に よつ て異 な り,最 近 で は1959,

1964年 は そ の量 の 多 い年 で あつ た とい われ るが,1967年 も この よ うな年 で あ つ た と思 わ れ る,こ の点 に っ い

て は 別 に 報告 す る予定 で あ る.



   The octopus was stranded upon the beaches between Karatsu and Tsuyazaki from the early 
August to the early September (Fig. 1 & Table 1). The prominent phenomenon was seen in the 
end of August in the whole area, and at the beach of Ainoshima the stranded octopus were 
counted as many as some 300 individuals on 27 th of the month. Most of them were young 
individuals less than 35 cm in total length (Table 1). This tendency was regarded as charac-
teristics for the summer group in contrast to the winter one which were composed of adults 
more than 60 cm (Fig. 2). These mass strandings of the octopus were supposed to be caused 
by the larger transportation of the animals by the Current, which might be  presumed to be due 
to the more forcible Current in this summer than in a common one. Another fact supporting 
this supposition was the first summer stranding ever recorded on Tsuyazaki of the squid, 
Thysanoteuthis rhombus Troschel, belonging to the same ecological group as the octopus (Table 1).


